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キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
言
葉
が
公
的
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
９
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答

申
か
ら
で
あ
り
、
小
学
校
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入

の
背
景
に
は
、
産
業
・
経
済
の
構
造
的
変
化
、
雇
用
の

多
様
化
・
流
動
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う

課
題
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
国
立
大
学
協
会
は
、
就
職
支
援
か

ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
へ
、
会
社
選
択
か
ら
生
き
方
支
援
へ

と
い
っ
た
提
言
を
行
い
、
２
０
０
５
年
に
は
教
育
・
学

生
委
員
会
に
よ
る「
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

あ
り
方
│
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
中
心
に
│
」を
ま
と

め
、
イ
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タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
学
習
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
の
３
つ
の
領
域
・
形
態
の
存
在
を
示
唆
す

る
中
で
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
国
立
大
学

と
し
て
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
よ
っ
て
大
学
で
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

昨
年
公
表
し
た「
国
立
大
学
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
、
産

業
と
つ
な
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
カ
ル
化
を
け
ん
引
し
て
い

く
若
者
の
育
成
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、

先
輩
社
会
人
で
あ
る
同
窓
生
を
フ
ェ
ロ
ー
と
し
た
全
人

教
育
、
県
内
の
国
公
私
立
大
学
・
短
期
大
学
の
共
同
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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国
立
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学
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は
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８
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に
、
ホ
テ
ル
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レ
横
浜
に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
の
学
長
等
を
対

象
に
、
平
成
28
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度
ト
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セ
ミ
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ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
芝
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ニ
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ェ
ロ
ー
の
須
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氏
及
び
三
重
県
の
鈴
木

知
事
に
よ
る
講
演
、３
大
学
の
事
例
発
表
を
行
い
、今
後
の

国
立
大
学
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

松
野
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学
大
臣
に
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を
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会
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は
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に
松
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文
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科
学
大
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を
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問
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、
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28
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度
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予
算
・
平
成
29
年
度
予
算

に
お
け
る
国
立
大
学
関
係
予
算
の
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実
及
び
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制
改
正
を
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る
要
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書
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提
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ま
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催
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９
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、
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大
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者

連
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を
開
催
し
ま
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メ
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や
教
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産
業
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見
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大
学
広
報
に
関
す
る
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演
の
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と
、

広
報
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方
に
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て
の
グ
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ー
プ
討
議
を
行
い
、
担
当

者
と
し
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の
心
構
え
や
魅
力
的
な
情
報
発
信
の
た
め
の
取
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に
つ
い
て
考
え
る
大
変
有
意
義
な
機
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と
な
り
ま
し
た
。
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会
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び
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、
日
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が
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に
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長
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と
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日
本
の
国
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大
学
か
ら
18
大
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が
参
加
し
ま
し
た
。
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下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

キャリア教育の具体的な取組内容（国立大学）

（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について（概要）」
（平成26年度11月14日）、「平成25年度の大学における教育内容等の
改革状況について（概要）」（平成27年9月10日）より国立大学協会事務局作成

　国立大学では、高度な教育や研究に加えて、学生が社会で活躍で
きるような様々な教育プログラムの改革を実施している。文部科学
省の調査結果によれば、キャリア教育の中で実施される取組は近年
充実してきている。
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下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

キャリア教育の具体的な取組内容（国立大学）
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（平成26年度11月14日）、「平成25年度の大学における教育内容等の
改革状況について（概要）」（平成27年9月10日）より国立大学協会事務局作成

　国立大学では、高度な教育や研究に加えて、学生が社会で活躍で
きるような様々な教育プログラムの改革を実施している。文部科学
省の調査結果によれば、キャリア教育の中で実施される取組は近年
充実してきている。
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琉球大学
Episode 1

【特集】 キャリア教育
ゆいまーる（相互扶助）精神で
地域の人材を育てる。
沖縄ならではの大学間連携
インターンシップ。

学
生
と
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

う
り
ず
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

大
学
卒
業
後
、
新
卒
採
用
者
の
３
割
が
３
年
以
内

に
離
職
す
る
と
い
う
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
学
生
と
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

様
々
な
大
学
や
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
で
は
、
大
学
新
卒
採
用
者
の
５
割
近
く
が

３
年
以
内
に
離
職
す
る
と
い
う
、
も
っ
と
深
刻
な
状

況
が
あ
る
。
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
「
う
り
ず

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
『
沖
縄
型
』
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
展
開
〜
」。
２
０
１
４
年
度
文
部
科
学
省
補
助
金

事
業
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
「
沖
縄
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協

議
会
」
に
は
、
県
内
の
大
学
・
経
済
団
体
・
行
政
な

ど
が
参
加
し
、
県
を
挙
げ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

普
及
・
推
進
を
図
る
。
琉
球
大
学
は
、
幹
事
校
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望
す
る
学
生
と
、受
け
入
れ

る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
琉
球
大
学
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
の
松

本
剛
セ
ン
タ
ー
長
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
琉
球
大
学
に
限

ら
ず
県
内
の
大
学
生
・
短
大
生
に
分
け
隔
て
な
い
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
す
る
の
が
『
う
り

ず
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
す
。“
う
り
ず
ん
”
は
、
大

地
が
潤
う
初
夏
の
意
味
で
、
若
者
が
力
を
つ
け
て
社

会
に
巣
立
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
名
づ
け
ま
し
た
」

　

沖
縄
県
に
は
、
以
前
か
ら
県
内
の
大
学
が
協
力
し

て
学
生
の
就
職
支
援
を
行
う
土
壌
が
あ
り
、
他
大
学

の
学
生
同
士
で
あ
っ
て
も
、
研
修
を
通
じ
て
次
第
に
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【特集】キャリア教育── 琉球大学

仲
間
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
と
い
う
。

　

琉
球
大
学
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
就
職
支

援
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
学
生
生
活
４
年
間
を
通
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
担
う
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

や
履
歴
書
の
添
削
指
導
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
様
々
な
学
生
向
け
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
企
業
の

拡
大
の
た
め
の
働
き
か
け
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

松
本
セ
ン
タ
ー
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
人
材
の
育
成
や
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
も
進
め
て
き
た
。

　
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
大
学
と
学
生
と
企
業
の

橋
渡
し
役
を
担
い
、
企
業
へ
出
向
き
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
参
加
依
頼
を
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

案
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
企
業
向
け
の
情
報
交

換
会
も
開
催
し
、
す
で
に
受
入
実
績
の
あ
る
企
業
と
、

受
入
検
討
中
の
企
業
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
か
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
語
り
合
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

沖
縄
地
域
の
雇
用
と
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業
だ

け
で
な
く
、「
在
沖
米
国
商
工
会
議
所
」
と
連
携
し
た

米
国
系
企
業
で
の
英
語
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
も
人
気
が
あ
る
と
い
う
。

　

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
中
も
、
受
入
企

業
に
任
せ
き
り
で
は
な
く
、
大
学
が
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
松
本
セ
ン
タ
ー
長
。

自
身
も
含
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
職
員
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
訪
問
し
、
学
生
の
様
子
を
見
て
、

受
入
担
当
者
と
の
や
り
と
り
に
時
間
を
割
く
。
離
島

地
域
へ
も
足
を
運
び
、
地
道
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
る
こ
と
で
、
企
業
か
ら
の
信
頼
を
得
る
。

　
「
実
習
期
間
は
短
期
・
長
期
と
色
々
で
す
が
、
企
業

に
出
向
い
て
い
る
学
生
に
は
、
日
報
を
欠
か
さ
ず
書

い
て
も
ら
い
、
そ
の
写
し
を
企
業
側
に
も
提
出
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

す
で
に
協
力
企
業
・
団
体
は
、
の
べ
１
０
０
社
を

超
え
、
の
べ
２
５
０
名
を
超
え
る
学
生
を
派
遣
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
上
で
松
本
セ
ン
タ
ー

長
が
重
き
を
置
く
の
は
、
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
だ

と
い
う
。

　
「
社
会
人
基
礎
力
と
い
う
側
面
か
ら
フ
ァ
ク
タ
ー

を
20
に
分
類
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
前
と

後
で
、
５
段
階
で
の
自
己
評
価
を
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

全
15
回
行
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
で
も
、
初
回
と

最
終
回
に
同
様
の
自
己
評
価
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
社

会
力
、
人
間
力
を
測
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
実
は
、

前
と
後
で
は
後
の
方
が
評
価
を
下
げ
る
学
生
が
多
い

ん
で
す
ね
。
自
分
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

高
い
と
思
っ
て
臨
ん
だ
の
に
、
実
社
会
で
は
初
対
面

の
人
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

り
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
社
会
の
厳
し

さ
を
知
り
、
自
己
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と

解
釈
し
て
い
ま
す
。
実
際
は
、
事
前
研
修
時
は
受
け

身
で
寡
黙
だ
っ
た
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
の

事
後
研
修
で
は
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
堂
々
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
述
べ
た
り
と
、
格

段
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
先
企
業
へ
の
就
職
と
い
う
直
接
的
な
実
績
だ
け
で

な
く
、
学
生
の
就
業
意
識
に
確
実
な
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

う
り
ず
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
に
関
わ
っ
た
企
業
か
ら
は
、
社
内
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
い
っ
た
好
意
的
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
。
松
本
セ
ン
タ
ー
長
は
、
う
り
ず
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
の
背
景
に
は
、
沖
縄
な
ら
で
は

の
「
ゆ
い
ま
ー
る
（
相
互
扶
助
）」
精
神
が
あ
る
と

語
る
。
そ
れ
は
、
本
来
競
合
す
る
よ
う
な
大
学
間
や

企
業
同
士
で
も
協
力
し
合
え
る
横
の
つ
な
が
り
で
あ

る
と
い
う
。

　

沖
縄
県
で
は
、「
人
材
こ
そ
が
最
大
の
資
源
」
で
あ

る
と
い
う
考
え
が
県
民
に
浸
透
し
て
お
り
、
地
域
の

人
材
は
地
域
が
協
力
し
て
育
て
る
と
い
う
県
民
の
決

意
が
あ
る
と
い
う
。
県
内
に
11
あ
る
全
て
の
高
等
教

育
機
関
が
所
属
し
、
沖
縄
振
興
へ
の
貢
献
を
目
指
す

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
沖
縄
」、
県
内
の
高
等
教
育

機
関
、
行
政
、
企
業
、
経
済
団
体
が
、
大
所
高
所
か

ら
人
“
財
”
育
成
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
沖
縄
産
学

官
協
働
人
財
育
成
円
卓
会
議
」
な
ど
、
地
域
と
大
学

の
信
頼
醸
成
を
図
る
体
制
も
整
え
ら
れ
、
子
ど
も
の

貧
困
問
題
な
ど
の
課
題
に
も
協
力
し
て
取
り
組
む
。

　

う
り
ず
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
学
生
と
企
業
の

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
は
、
沖
縄
県
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
拡
大
に
貢
献
し
た
。

琉
球
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
大
学
の
垣

根
を
越
え
て
、
地
域
全
体
で
人
材
の
育
成
と
輩
出
に

取
り
組
む
も
の
だ
。
今
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
さ
せ
て
い
く
と

い
う
琉
球
大
学
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

沖
縄
に
根
付
く

ゆ
い
ま
ー
る（
相
互
扶
助
）精
神

学
生
と
企
業
を
つ
な
ぐ

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

松本 剛 （まつもと たけし）
（大学院理工学研究科　理学部物質地球科学科地学系教授／
キャリア教育センター長）
東京大学大学院理学系研究科博士課程修了。理学博士。専
門は海洋地球物理学。2003年より琉球大学理学部教授。
沖縄・南西諸島の海底を調査・研究する傍ら、就職センター
長として学生の様々な社会的・職業的自立を支援。2016年
改名したキャリア教育センター長として、インターンシッ
プを推進する「うりずんプロジェクト」を主導する。
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北海道大学
Episode 2

【特集】 キャリア教育
同窓生フェローと創り上げる
グローバルリーダー育成特別教育
プログラム「新渡戸カレッジ」。

新
渡
戸
稲
造
の
精
神
を
受
け
継
ぎ

国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
挑
む

　

国
立
大
学
の
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
運

営
費
交
付
金
の
重
点
支
援
の
３
つ
の
枠
組
み
の
中
で
、

北
海
道
大
学
は
、
世
界
水
準
型
の
教
育
研
究
に
取
り

組
む
大
学
と
し
て
、
国
際
化
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
同
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
事
業
と
し
て
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開

校
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　

同
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
の
二
期
生
で

あ
り
、
教
員
と
し
て
も
在
籍
し
た
新
渡
戸
稲
造
。
明

治
期
の
国
際
人
と
し
て
知
ら
れ
た
新
渡
戸
を
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
精
神
を
受
け
継
い
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
名
を
冠
し
た
新
た
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
カ
レ
ッ
ジ
の
副
校
長

を
務
め
る
山
口
淳
二
副
学
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
本
学
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
国
際
性
の
涵
養
、

全
人
教
育
、
実
学
の
重
視
の
４
つ
の
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ

ジ
へ
入
校
す
る
に
は
、
英
語
能
力
試
験
や
レ
ポ
ー
ト

審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
12
学
部
の
入
学
生

２
５
０
０
名
の
中
か
ら
、
２
０
０
名
が
選
抜
さ
れ
ま

す
。
従
来
の
学
部
教
育
と
違
い
、
カ
レ
ッ
ジ
は
強
制

力
が
な
く
、
逆
に
言
え
ば
、
高
い
志
を
持
っ
て
い
な

い
と
修
了
で
き
ま
せ
ん
。
学
生
の
積
極
性
・
自
主
性
・

主
体
性
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
結
び
付
け
て
い
く
特

別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」

　

カ
レ
ッ
ジ
生
は
、
学
部
教
育
と
並
行
し
て
カ
レ
ッ

ジ
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
、
実
戦
的
英
語
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【特集】キャリア教育── 北海道大学

力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
、
課

題
解
決
能
力
な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高
い
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
長
期
又
は
複
数
回
の
短

期
留
学
も
必
須
と
し
、
語
学
留
学
だ
け
で
終
わ
ら
な

い
、
専
門
性
を
学
ぶ
た
め
の
海
外
留
学
の
機
会
を
提

供
す
る
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
最
大
の
特
徴
は
、
同
窓
生
に

よ
る
「
フ
ェ
ロ
ー
制
度
」
だ
。
全
国
の
大
学
で
初

と
な
る
こ
の
取
組
は
、
カ
レ
ッ
ジ
副
校
長
２
名
の

う
ち
、
も
う
１
名
の
副
校
長
に
同
窓
会
会
長
が
就

き
、
国
内
外
の
様
々
な
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
同
窓
生
を
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
推
薦
し
、
カ
レ
ッ

ジ
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
フ
ェ
ロ
ー
は
31
名
。
こ
の
中
で
カ
レ
ッ

ジ
の
草
創
期
か
ら
関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
お
二
人
に
お

話
を
伺
っ
た
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
し
て
は
、
大
学
教
員
が
教

え
ら
れ
る
分
野
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
の
ほ
う
が
教

え
ら
れ
る
分
野
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
産

業
や
分
野
で
活
躍
す
る
北
大
の
卒
業
生
を
活
用
し
て
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に
積
極
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
、

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と

い
う
取
組
で
す
」
と
語
る
の
は
同
大
学
東
京
同
窓
会

会
長
を
務
め
る
杉
江
和
男
フ
ェ
ロ
ー
。
東
京
で
の
同

窓
会
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
フ
ェ
ロ
ー
を
大
学
へ
紹

介
す
る
役
割
を
担
う
。

　
「
何
よ
り
、
北
大
卒
と
い
う
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
上
で
の
出
発
点
で
あ
り
、
共
通
言
語

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
が
大
学
の
外
に

い
る
社
会
人
、
企
業
人
と
話
を
す
る
機
会
は
そ
う
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
に
と
っ
て
は
刺
激
的
で
し
ょ
う
し
、

い
い
“
気
づ
き
”
を
汲
み
取
っ
て
も
ら
え
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
井
上
修
平
フ
ェ
ロ
ー
は
、
同

大
学
客
員
教
授
と
し
て
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
学
生
選
抜
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
訪
問
も

担
当
す
る
。
カ
レ
ッ
ジ
が
推
進
す
る
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
、
同
窓
生
が
所
属
す
る
海
外
法
人
で
行

わ
れ
る
た
め
安
全
性
も
高
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力

の
育
成
と
い
う
明
確
な
目
的
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ
や
す
い
の
だ
と
い
う
。

　

本
来
大
学
が
行
っ
て
い
た
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
フ
ェ
ロ
ー
が
関
わ
る
効
果
に
つ
い
て
、
山
口
副
学

長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
若
い
学
生
と
初
め
て
付
き
合
う
こ
と
に
な
る
新
任

フ
ェ
ロ
ー
に
は
、
ま
ず
１
・
２
年
生
の
小
グ
ル
ー
プ
の

担
任
、
次
に
３
・
４
年
生
と
の
１
対
１
の
対
話
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
担
当
と
い
う
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼

ね
た
段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
杉
江
フ
ェ
ロ
ー
の
提
案
で
、
よ
り
一
人
ひ

と
り
の
課
題
解
決
力
を
鍛
え
る
フ
ェ
ロ
ー
ゼ
ミ
も
新

た
に
始
め
ま
し
た
。
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て

の
フ
ェ
ロ
ー
と
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生

の
視
野
が
開
け
、
考
え
が
固
ま
っ
て
い
き
ま
す
」

　

道
内
・
道
外
の
出
身
に
関
わ
ら
ず
、
卒
業
生
の
学

生
生
活
の
満
足
度
の
高
さ
か
ら
来
る
愛
校
心
に
も
支

え
ら
れ
、
フ
ェ
ロ
ー
の
積
極
的
な
協
力
体
制
が
整
え

ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、
最
初
の
修
了
生
を
送
り

出
す
カ
レ
ッ
ジ
だ
が
、
初
め
て
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
た
と
き
、
20
人
程
度
の
18
歳
、
19
歳
の

学
生
を
相
手
に
、
フ
ェ
ロ
ー
自
身
も
何
を
話
せ
ば
よ

い
か
戸
惑
っ
た
と
い
う
。
受
け
身
の
学
生
が
多
い
中
、

ま
ん
べ
ん
な
く
意
見
を
引
き
出
す
の
が
難
し
く
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
合
宿
や
デ
ィ
ベ
ー
ト

な
ど
の
カ
レ
ッ
ジ
行
事
を
開
催
し
、
３
・
４
年
生
に

な
っ
た
学
生
と
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
対
１
で
話
す

頃
に
は
、
極
め
て
著
し
い
成
長
が
感
じ
ら
れ
、
フ
ェ

ロ
ー
自
身
も
成
長
し
な
が
ら
、
学
生
の
成
長
を
見
守

る
楽
し
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

フ
ェ
ロ
ー
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講
師
を
担
当
す

る
だ
け
で
な
く
、
カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
や
将
来
構
想
に

も
関
わ
る
。
杉
江
フ
ェ
ロ
ー
が
委
員
長
を
務
め
る
校

長
諮
問
委
員
会
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
校
長
で
も
あ
る
総

長
へ
長
期
的
な
将
来
像
を
提
言
す
る
。
井
上
フ
ェ
ロ
ー

が
委
員
長
を
務
め
る
評
価
委
員
会
は
、
過
半
数
の
学

外
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
カ
レ
ッ
ジ
の
財
政
や

継
続
価
値
な
ど
を
判
断
す
る
。
企
業
で
活
躍
す
る
フ
ェ

ロ
ー
の
新
た
な
視
点
を
教
育
現
場
に
取
り
入
れ
、
大

学
と
フ
ェ
ロ
ー
が
一
体
と
な
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
効

い
た
カ
レ
ッ
ジ
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
際

化
に
取
り
組
む
同
大
学
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
り
、

入
学
生
の
英
語
力
は
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
今
後
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
全
学
展
開
や
、
カ
レ
ッ

ジ
修
了
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
在
り
方
、
昨
年

か
ら
開
講
し
た
大
学
院
課
程
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
」
と
の
連
携
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

　

北
海
道
大
学
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
修
了
生
は
、
新

渡
戸
稲
造
と
フ
ェ
ロ
ー
か
ら
受
け
継
い
だ
志
を
、
次

代
へ
つ
な
い
で
い
く
。

同
窓
会
の
全
面
協
力
に
よ
る

独
自
の
フ
ェ
ロ
ー
制
度

大
学
と
フ
ェ
ロ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
創
る

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
将
来
構
想

山口 淳二（やまぐち じゅんじ）
（大学院理学研究院生物科学
部門教授／副学長）
名古屋大学大学院農学研究科博
士課程修了。名古屋大学助手、
助教授を経て北海道大学大学院
理学研究院教授。2014年副学
長に就任。新渡戸カレッジの運
営に尽力する。

杉江 和男
（すぎえ かずお）
（新渡戸カレッジフェロー）
北海道大学大学院工学研
究科修士課程修了。DIC(前
大日本インキ化学工業)社
長、会長を経て現在相談役。
各機関でキャリア教育や人
材育成に携わる。

井上 修平
（いのうえ しゅうへい）
（新渡戸カレッジフェロー）
北海道大学工学部卒業。
双日（前日商岩井）欧州会
社社長、中東・アフリカ総
支配人などを経て現在顧
問。同大学客員教授、大
学院工学院非常勤講師。
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産学協働によるキャリア教育で
加速するグローバル社会を生き抜く。

長
岡
技
術
科
学
大
学
長

東 

信
彦

経
済
同
友
会
教
育
改
革
委
員
会 

委
員
長

T
G
A
取
締
役
会
長

元
デ
ュ
ポ
ン
株
式
会
社 

名
誉
会
長

天
羽 

稔

﹇
対
談
﹈

200年の歴史を誇るアメリカの名門化学会社、デュポンの
日本法人社長、名誉会長として活躍し、現在、経済同友会教育
改革委員長を務める天羽稔氏に、日本を代表するエンジニア
養成大学として知られる長岡技術科学大学の東信彦学長が、
グローバル化が進む大変革時代に企業が求める人材像や大
学の在り方などをお聞きし、社会人力の育成に取り組む大学
の未来を展望する。

ビ
ジ
ネ
ス
構
造
が
急
変
す
る
中
、

企
業
・
社
会
が
学
生
に
求
め
る

４
つ
の
能
力

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ひ
と
つ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
も
う
ひ
と
つ
は
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス

サ
イ
ク
ル
が
非
常
に
速
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
も
ア
メ
リ
カ
の
経
験
が
だ
い
ぶ
長
い

ん
で
す
が
、
学
生
さ
ん
に
は
や
は
り
も
っ
と

外
を
見
て
、
し
っ
か
り
と
競
争
に
勝
ち
抜
く

く
ら
い
の
タ
フ
さ
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
学
生
さ
ん
は
勉
強

す
る
時
間
が
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド

感
が
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
中
で
は
、今
ま
で
以
上
に
も
っ
と

も
っ
と
勉
強
し
て
い
か
な
い
と
、
世
界
の

中
で
生
き
抜
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
非
常
に
強
く
心
配
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
は
企
業
が
入
社
後
に
、
自
分
た
ち

の
会
社
に
合
う
よ
う
に
新
入
社
員
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
企
業
が
望

む
人
材
像
を
あ
ま
り
出
し
て
こ
な
か
っ
た

ん
で
す
。
激
変
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
応

し
、
企
業
と
し
て
こ
う
い
う
人
材
が
欲
し
い

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
明
確
に
出
し
て
い

こ
う
と
、
経
済
同
友
会
の
教
育
改
革
委
員
会

で
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

東
：
こ
れ
ま
で
大
学
は
、
主
に
基
礎
学
力
や

課
題
解
決
力
の
教
育
に
注
力
し
て
き
た
の

で
す
が
、今
の
学
生
に
は
、さ
ら
に
ど
う
い
う

能
力
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

天
羽
：
我
々
は
提
言
の
中
で
４
つ
の
資
質
・

能
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
問
題
を

発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
力
。
個
人

的
に
は
解
決
す
る
能
力
よ
り
問
題
を
発
見

東
：
天
羽
さ
ん
は
経
済
同
友
会
の
教
育
改
革

委
員
長
と
し
て
、
大
学
の
教
育
改
革
に
色
々

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
急
速
な
技
術
革
新
に
よ
り
、
産
業
構
造
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
る
大

変
革
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中

で
企
業
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い

る
か
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

天
羽
：
大
変
革
に
は
２
つ
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
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す
る
能
力
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
発

見
す
る
能
力
と
は
、
常
に
W
H
Y
と
い
う
、

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
ん
だ

と
疑
問
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
タ
フ
ネ
ス
で
す
。
仕
事
上
、

難
し
い
局
面
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
昔

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
右
肩
上
が
り
に
伸

び
て
い
く
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
今

は
非
常
に
色
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い

て
、
イ
ギ
リ
ス
が
E
U
か
ら
離
脱
し
て
し

ま
う
な
ん
て
、
今
ま
で
誰
も
予
測
し
な
か
っ

た
。
今
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
て
、

10
年
後
に
は
ど
う
な
る
ん
だ
と
い
う
先
の

見
え
な
い
状
況
下
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
な

き
ゃ
い
け
な
い
時
に
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
ん

じ
ゃ
な
く
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
。
そ
う
い
っ
た
タ
フ
さ
が
こ
れ
か
ら
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
異
文

化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
組
織
力
を
高
め
る

力
。
多
様
性
と
い
う
の
は
国
籍
の
違
い
だ
け

で
は
な
く
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、年
齢
の
違
い
な
ど
、

全
て
を
含
み
ま
す
。
そ
の
力
は
、
学
生
の
間

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
、色
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
様
々

な
経
験
の
中
で
自
分
の
“
気
づ
き
”を
得
る

こ
と
に
よ
り
、少
し
ず
つ
身
に
付
い
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
わ
か

り
に
く
い
ん
で
す
が
、
今
回
の
提
言
で
明
確

に
示
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
、
相
手
が
言
う
こ
と
を
真
摯
に
聞
い

て
、
そ
れ
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
自
分

の
考
え
を
き
ち
ん
と
出
し
て
い
く
、
双
方
向

の
力
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
上
司
や
先
輩

で
あ
っ
て
も
、
言
葉
が
違
う
異
文
化
の
中
に

あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
人
間

関
係
を
築
い
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
：
今
挙
げ
ら
れ
た
４
つ
の
能
力
は
、大
学

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、も
っ
と
初
等
教
育
く

ら
い
か
ら
、
色
ん
な
場
の
中
で
養
わ
れ
て
い

く
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

天
羽
：
現
実
的
に
は
初
等
中
等
教
育
の
中
で

は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
。
た
だ

重
要
な
の
は
、
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
す
よ
ね
。
し
っ
か
り
と
自
分
が
考

え
た
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
説
明
し
て
伝

え
ら
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。

東
：
日
本
で
は
、
あ
ま
り
言
葉
に
出
し
て
言

わ
な
い
文
化
が
あ
り
ま
す
ね
。
異
文
化
に
触

れ
た
時
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
な
か

な
か
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

天
羽
：
で
も
現
実
は
ど
ん
ど
ん
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
て
い
る
。
超
ス
ピ
ー
ド
時
代
に
つ
い
て

い
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
情
報
を

早
く
取
っ
て
く
る
か
で
す
ね
。
世
界
中
の
情

報
を
い
ち
早
く
入
手
す
る
。
元
の
部
下
に
よ

く
言
っ
た
の
は
、
私
が
持
っ
て
い
る
の
は
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ス
だ
と
。

で
も
、
世
界
中
に
社
員
が
い
る
。
彼
ら
の
情

報
を
ど
れ
だ
け
早
く
集
め
る
か
で
、
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
の
絵
が
早
く
完
成
し
、
競
合
す

る
他
社
よ
り
も
先
手
を
打
て
る
と
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
の
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
反
面
、
あ
っ

と
い
う
間
に
危
機
に
陥
る
可
能
性
も
あ
る

ん
で
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
い
か
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
情
報
を
集
め
て
く
る

か
が
重
要
で
す
ね
。

東
：
こ
う
し
た
力
を
育
成
す
る
た
め
、
同

友
会
で
は
産
業
界
と
教
育
界
が
協
働
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、“
望
ま
し
い
枠
組

み
”
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
践
さ
れ
て

い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
や

内
容
を
少
し
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

天
羽
：
今
回
の
同
友
会
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
い
う
の
は
対
象
が
大
学
１
、２
年
生
な

ん
で
す
。
高
専
は
専
攻
科
。
期
間
は
１
日

と
か
１
週
間
で
は
な
く
原
則
１
か
月
で
、
全

て
各
大
学
の
単
位
と
し
、
企
業
側
か
ら
交
通

費
・
宿
泊
費
な
ど
の
実
費
を
出
し
ま
す
。
最

初
は
企
業
も
な
か
な
か
大
変
で
、
大
学
1
年

生
に
何
が
で
き
る
の
か
と
。
で
も
、
こ
れ
は

企
業
の
中
に
放
り
込
ん
で
、 “
気
づ
き
”
を

与
え
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
か
ら
、
特
別

扱
い
し
な
い
で
ほ
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。
と

に
か
く
現
場
で
色
ん
な
経
験
を
さ
せ
る
こ

と
が
凄
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
理
系
は
縦
の
深
さ
、
専
門
知
識
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
横
の
幅
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
。
最
終
的
に
、
企
業
の
皆
さ
ん
が
非
常
に

積
極
的
に
動
い
て
く
れ
て
、
17
の
企
業
、
９

つ
の
大
学
、
２
つ
の
高
専
で
、
約
70
名
の
学

生
を
今
年
２
月
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
こ
の
夏

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
：
大
学
１
年
か
ら
と
い
う
早
期
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、就
職
の
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
現
場
を
知
っ
て
、そ
こ
で
初
め
て
自

分
の
専
門
だ
け
じ
ゃ
な
く
、幅
広
い
能
力
が

必
要
だ
と
学
生
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
わ
け

で
す
ね
。

天
羽
：
そ
れ
が
ベ
ー
ス
で
す
。こ
れ
は
就
活

と
は
リ
ン
ク
し
て
な
い
ん
で
す
。あ
く
ま
で
も

学
生
さ
ん
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
で
す
。

東
：
し
か
も
天
羽
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
報
酬
を
支
給
す
る
べ
き
だ
と
い

う
お
考
え
を
お
持
ち
の
よ
う
で
す
が
。

天
羽
：
今
回
は
交
通
費
・
宿
泊
費
な
ど
の
実

費
を
企
業
に
負
担
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
学
長
や
先
生
に
色
々

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
９
割
の
企
業
が

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
し
て
報
酬
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
現
実
的

に
ち
ゃ
ん
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
よ
う

な
こ
と
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も
ら
う
。
日
本

の
場
合
、
そ
こ
ま
で
い
く
の
は
結
構
大
変
で

す
け
れ
ど
、
10
年
後
、
15
年
後
、
先
を
見

据
え
た
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
仕
事
を
し
た
ら
お
金
が
稼
げ
る
、
そ
れ
も

“
気
づ
き
”
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

企
業
と
大
学
が
連
携
し
て
行
う

“
望
ま
し
い
枠
組
み
”の

早
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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ま
す
。
本
学
の
修
士
を
出
て
会
社
に
就
職
し

た
人
の
離
職
率
は
、
３
％
以
下
で
す
。

天
羽
：
学
長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
こ
う

い
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
る
こ
と
で
、

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
も
っ
と
減
っ
て
い
く

だ
ろ
う
と
僕
も
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に
現
場

に
行
く
こ
と
で
、
言
葉
遣
い
や
身
だ
し
な
み

も
、
自
分
で
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
気
づ
く
。

私
は
そ
れ
も
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。

東
：
今
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
人
材
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材

天
羽
：
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
“
気
づ

き
”
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
私
は
、
徳
島
の
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
高
専
の
夏
休
み

に
企
業
へ
実
習
に
行
っ
た
こ
と
が
、
自
分
は

何
が
向
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ

に
行
く
こ
と
を
決
意
し
、
時
間
が
な
い
中

で
の
英
語
の
勉
強
は
か
な
り
大
変
で
し
た
が
、

実
習
を
通
し
て
何
か
を
し
た
い
と
い
う
“
気

づ
き
”
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
経
験

す
る
こ
と
で
、
自
分
が
こ
う
な
り
た
い
、
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
向

が
見
え
て
く
る
。
そ
の
点
、
高
専
出
身
の
方

は
、
自
分
自
身
の
方
向
性
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。

東
：
本
学
も
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

開
学
し
た
時
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
目
的
は
、
現
場
に
行
っ
て
、
自
分
が
大

学
で
学
ん
で
き
た
こ
と
は
そ
れ
で
良
か
っ
た

の
か
と
か
、
も
っ
と
こ
う
い
う
学
修
を
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
気

づ
か
せ
る
た
め
な
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
学

生
が
そ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
む
の
で
、
４

年
生
の
秋
か
ら
２
月
末
ま
で
企
業
で
実
習
し
、

ま
た
大
学
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
学

生
は
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
。
自
分
が
学
修
す

る
目
的
が
分
か
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
同
時
に
、

現
場
社
会
を
見
て
き
ま
す
か
ら
、
就
職
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
な
く
な
る
と
い
う
効
果
も
あ
り

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
天
羽
さ
ん

は
“
想
定
外
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
に
は
色

ん
な
経
験
が
必
要
だ
”
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
ど
の

よ
う
な
経
験
を
積
め
ば
い
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
。

天
羽
：
自
分
の
経
験
上
思
う
こ
と
は
、
無
か

ら
有
は
な
か
な
か
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
の
は
本

当
に
一
部
あ
る
の
み
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
例

え
ば
、
全
然
違
う
市
場
で
使
わ
れ
て
い
る
２

つ
の
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、
全
く
新
し
い

用
途
を
生
む
。
今
あ
る
も
の
を
ど
の
よ
う
に

上
手
く
マ
ッ
チ
さ
せ
て
い
く
か
。
そ
れ
も
私

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は

好
奇
心
で
す
ね
。
そ
れ
と
色
ん
な
知
識
を
持

つ
こ
と
。
固
定
概
念
に
捉
わ
れ
ず
に
、
違
っ

た
形
で
も
の
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、「
共
創
」、

誰
か
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
の

が
、
今
要
求
さ
れ
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
な
単

純
に
も
の
を
つ
く
る
時
代
と
は
違
い
、
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
う
や
っ
て
生
み
出
す
か
、

そ
れ
を
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
な
ん
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
学
長
の
と
こ
ろ
で
も
産
学

で
色
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
産
学
一
緒
に
な
っ
て
出
口

を
見
据
え
た
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、

非
常
に
パ
ワ
フ
ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き

上
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

天羽 稔 (あもう みのる)

経済同友会教育改革委員会委員長、TGA取締役会長、元デュポン株

式会社名誉会長。1951年徳島県生まれ。阿南工業高等専門学校、ワ

シントン州立大学工学部修士課程卒業。デュポンファーイースト日本

支社（現デュポン株式会社）入社。エンジニアリングポリマー事業部

長、アジア太平洋地域リージョナルディレクターなどを経て、2006

年日本法人の代表取締役社長、本社コーポレートオフィサーに就任。

2013年同社代表取締役会長兼デュポンアジアパシフィックリミ

テッド社長。2014年〜 2016年春まで名誉会長を務める。

既
存
の
も
の
の
組
み
合
わ
せ
や

誰
か
と
と
も
に
創
り
上
げ
る

新
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
習
得
す
る

学
生
の“
気
づ
き
”が
、
人
材
育
成
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
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し
ょ
う
か
。
昔
は
も
っ
と
大
き
く
大
局
的
に

捉
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
に
、
今
は
専
門

の
細
分
化
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ピ
ー
ス

は
ピ
ー
ス
と
し
て
、
全
体
を
見
て
も
の
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
凄
く
思

い
ま
す
ね
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
上
昇
し
て
森
全

体
を
見
て
、
何
か
事
が
起
き
た
ら
瞬
時
に
降

り
て
い
っ
て
対
応
す
る
。
企
業
も
大
学
も
そ

う
い
う
俯
瞰
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ
人
間

を
育
て
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
俯
瞰
す
る
と

個
々
の
ピ
ー
ス
の
全
貌
が
見
え
、
そ
こ
か
ら

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

天
羽
：
無
か
ら
有
は
生
ま
れ
な
い
と
言
い
ま

し
た
が
、
中
に
は
10
％
、
10
年
く
ら
い
や
っ

た
ら
何
か
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
、
あ

る
も
の
と
あ
る
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く

能
力
は
、
私
は
今
の
若
い
人
た
ち
は
も
の
凄

く
長
け
て
る
と
思
い
ま
す
よ
。
ア
イ
デ
ィ
ア

と
か
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
絶
対
あ
る
ん

で
す
よ
。

東
：
そ
れ
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

天
羽
：
で
も
問
題
な
の
は
、
そ
れ
を
形
に
で

き
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
私
が
企
業
の
中
で

言
っ
て
る
の
は
、
こ
れ
を
形
に
す
る
た
め
に
、

有
能
な
上
司
と
ペ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
る
。
そ
う

す
る
と
絶
対
で
き
る
ん
で
す
。
実
績
と
ク
リ

東 信彦（あずま のぶひこ）

長岡技術科学大学長。1954年大阪府生まれ。専門は雪氷学。北

海道大学大学院工学研究科博士課程修了。工学博士。同大学工学

部助手から、長岡技術科学大学工学部助教授・教授、機械系長を経

て、同大学理事・副学長、2015年同大学長に就任。

東
：
本
学
も
２
０
１
５
年
度
、
５
年
一
貫
制

の
博
士
課
程
「
技
術
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

専
攻
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
分
野
を
固
定
せ

ず
、
全
て
の
分
野
共
通
で
、
教
員
も
学
生
も

一
緒
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
た
り
、
経
営

も
で
き
る
、
そ
う
い
う
技
術
者
を
養
成
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

日
本
は
個
別
の
技
術
は
優
れ
て
い
る
ん
で

す
が
、
そ
れ
を
統
合
し
て
全
体
の
シ
ス
テ
ム

や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
る
の
が
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
に
比
べ
て
弱
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
人
材
を
つ
く
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

わ
け
で
す
よ
ね
。
日
本
の
大
学
も
も
っ
と
変

わ
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
日
本
の
社
会
、
産

業
界
も
変
わ
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
点

に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

天
羽
：
企
業
や
社
会
に
一
番
要
求
さ
れ
る
の

は
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
目
先
の
経
営
や
対
策

で
は
な
く
、
欧
米
の
よ
う
に
も
っ
と
戦
略
的

思
考
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
な
い
。
今
後
10
年
後
、
20
年
後
に
何
が

起
こ
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
時
代
の
流

れ
を
見
て
、
日
本
の
強
み
は
何
か
、
何
が
で

き
る
か
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
方
向
性
を
見
つ

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

東
：
確
か
に
日
本
で
は
木
を
見
る
教
育
が

ず
っ
と
や
ら
れ
て
き
て
、
森
と
い
う
全
貌
を

見
る
よ
う
な
教
育
は
な
か
な
か
や
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
ね
。

天
羽
：
で
も
昔
は
違
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
持
つ
上
司
が
、
上
手
に

若
い
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
吸
収
し

て
一
緒
に
創
り
上
げ
る
。
先
ほ
ど
言
っ
た
共

創
で
す
。
そ
れ
も
一
種
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
っ

て
、
新
し
い
も
の
を
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
り
出
す

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
色
ん
な
考
え
方
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。
今
の
若
い
人
た
ち
の
ア

イ
デ
ィ
ア
は
本
当
に
大
事
に
す
べ
き
で
、
そ

れ
が
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
い
う
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ん
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
と
し
て
、
瞬
時
に
世
界
中
と
つ
な
が
り

ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
凄
い
で
す
よ
。

　

逆
に
、
色
ん
な
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

い
な
が
ら
、
自
分
が
合
っ
て
な
い
と
思
っ
た

ら
、
ポ
ン
と
辞
め
て
い
く
と
い
う
、
そ
れ
が

今
の
若
者
世
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

我
々
も
若
者
世
代
が
ど
う
い
う
事
を
考
え

て
る
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
人
た
ち
と
ど
う
い
う

仕
事
を
や
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
も
っ
と
考
え
、“
君
た
ち
に
は
こ
ん
な
に

凄
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
手
の
上
に
あ
る
。
こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
”
と
い
う
“
気

づ
き
”
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
学
生
を
様
々
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
教
員
の
感
性
も
、
本
当
に
重
要
だ
と
思
い

ま
す
よ
。

東
：
そ
れ
も
、
今
の
学
生
に
現
実
の
世
界
で

“
気
づ
き
”
を
経
験
さ
せ
る
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
本
学
に
も
現
場
重

視
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
生
き
る

学
生
の
隠
さ
れ
た
能
力
を
引
き
出
す

教
育
を
考
え
る

日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は

大
き
な
時
代
の
流
れ
を
読
み
、

俯
瞰
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ
人
材

10



委
嘱
式
の
島
田
眞
路
大
学
長
、
内
藤

さ
ん
、
新
藤
中
銀
行
頭
取（
左
か
ら
）。
　2016年7月、山梨大学は山梨中央銀行の職

員を「地域連携コーディネータ」に委嘱した。同

大学が民間企業の職員を常駐で受け入れるのは

初めて。両者は2005年に「包括的業務連携に

関する協定」を締結して、様々な施策を行ってき

た。「地域連携コーディネータ」は、学内に常駐し

ながら研究者の情報をくまなく収集・把握し、企

業からの相談に応じる。大学の研究成果（シー

ズ）と産業界のニーズをマッチングさせることで、

地場産業の強化、新ビジネスの創出、さらには

山梨県の経済活性化の促進を目指す。

　今回派遣された内藤久俊さんは、同大学社会

連携・知財管理センターに所属し、客員教授の

職位で業務に従事する。地方銀行のノウハウを

活用した今後の活躍に大きな期待が寄せられて

いる。

地
方
銀
行
派
遣
の「
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」が
、

大
学
の
シ
ー
ズ
と
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ

小
・
中
学
生
を
対
象
に

医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

東
京
医
科
歯
科
大
学

　東京医科歯科大学は、2015年から地域・社会

貢献活動の一環として、小学校高学年〜中学生

の児童、生徒を対象に医療体験セミナーを開催

している。研修医らが実際に技術訓練する「ス

キルスラボ」で、「腹腔鏡を使う」「歯を削る」など、

医師・歯科医師の仕事が体験できる。終了後、参

加者から「歯を削る貴重な体験ができて良かっ

た」「様々な体験を身近で感じることができ、改

めて医者はすごいなと思った」といった感想が

寄せられた。 

　2016年度は、医療スタッフの仕事についての

説明会と、看護師・歯科衛生士の仕事の体験セ

ミナーが開催された。 今後も医療関係の仕事

に興味を持つ子どもたちに、仕事の一端ややり

がいなどを知ってもらう機会を提供していきた

いと考えている。

20年後の快適で
健康な暮らしを体験できる
実証工房「スマート未来ハウス」

室 蘭 工 業 大 学

ペーパークラフトを使用したものづくり体験教室。

体験前に歯科衛生士の説明を熱心に聞く参加者。

山 梨 大 学

山
形
大
学

　山形大学は、昨年秋開館の、近未来の住環境

を実証研究する施設「スマート未来ハウス」の一般

公開を、2016年7月から開始した。本施設では、

“20年後の快適で健康な暮らし”を実現するため、

建築、照明、デザイン、電子機器、有機エレクト

ロニクスなど、多分野の専門家が参画し、開発し

た有機デバイスやシステムの実証研究を行ってい

る。一般公開することで来場者からの意見を幅広

く取り入れ、研究に生かしていくことを狙う。

　240インチの大型ディスプレイを壁に埋め込ん

だリビングルーム、太陽光・室内光で発電する有機

太陽電池を備えた「発電する窓」、生体センサを内

蔵したベッドで就寝時の心拍数・呼吸数・体の動き

などの実証研究を行う寝室などが見学できる。申

込みはホームページから。

http://yucoi.yz.yamagata-u.ac.jp/

D
isco

v
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子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン in S

A
P

P
O

R
O

」

　室蘭工業大学は、2016年7月2日及び3日に、札

幌駅周辺で「インフォメーションキャラバン in 

SAPPORO」を開催した。地域の人々に同大学の

「ものづくり」技術を紹介し、科学の楽しさに触れ

てもらうことを目的に2006年から開催している。

　初日は子ども向けに液体窒素で色々な素材を

凍らせる実験や、段ボールのパーツを組み合わせ、

ペーパークラフトの恐竜を作る体験教室を開催し、

多くの子どもたちがものづくりと科学の楽しさを学

んだ。２日目は3人の教員により「耐震設計」「災害

ストレスとこころのケア」「東日本大震災への技術

的復興支援（シップリサイクル）」についての講義が

開催され、4月に発生した熊本地震の影響もあり、

多くの聴講者が集まった。

「スマート未来ハウス」の外観。



学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子
。

モ
ン
ゴ
ル
で
遊
牧
民
の

血
圧
測
定
を
す
る
研
究
者
。

名
古
屋
工
業
大
学

　京都教育大学では、京都府立南陽高等学校と連携し、大学教員に

よる講義「サイエンスプログラム」への講師派遣や、高校生と大学生・

大学院生との「教材開発コラボレーションゼミ」を実施している。

　この日は「質問」と「発問」の違いを意識して、黄金比に関連する教

材作成に取り組んだ。高校生に数理科学や教職への興味を持たせる

狙いはもちろん、学生も現職教員による教材開発に触れることがで

き、相乗効果を生み出している。

　「大学生とともに探究することで、教科の枠を超えたところにある

様々な課題や疑問への気づきがあり、本校生の科学的な資質が向上

しています。大学での学びの動機づけにもなり、まさに高大連携か

ら一 歩 進 んだ 高

大 接 続と呼ぶに

ふさわしい取組で

す」と語る南陽高

校の小川雅 史校

長。学校現場から

の評価も高い。

高大連携から高大接続へ
未来を見据えた積極的コラボレーション

創立111周年を機に新しく
生まれ変わった講堂

「NITech Hall」

鳥 取 大 学

福岡教育大学

　1959年に建築され、学内外の数多くの利用者に親

しまれてきた名古屋工業大学の講堂が2016年、創立

１１１周年を迎えたのを機に 「NITech Hall（ナイテッ

クホール）」として生まれ変わった。新名称は在学生、

卒業生、教職員から公募。２階には490㎡の広々とし

たラーニングコモンズがあり、学生同士が議論をしな

がら学ぶことができる快適な学修環境が整った。また、

隣接する附属図書館の２階と渡り廊下で接続されてい

るため、天候を気にすることなく、相互を行き来する

ことが可能になり、図書館の利用者拡大も期待できる。

　産業界や地域社会との強いつながりを持ち、多くの

シンポジウムやセミナー、公開講座などを開催してきた

同大学。１階多目的ホールでは、１１月のホームカミン

グデーをはじめ、卒業生や地域住民と交流する多くの

イベントが計画されている。

国
内
一
の
乾
燥
地
研
究
教
育
拠
点
を
目
指
す

「
国
際
乾
燥
地
研
究
教
育
機
構
」

　鳥取大学は、2015年1月、新たに「国際乾燥地研

究教育機構」を設立し、世界の砂漠化など乾燥地問題

の解決に取り組む国内一の研究教育拠点の形成を目

指す。既存の最先端研究施設「乾燥地研究センター」が

培ってきた知見をベースに、世界の乾燥地や開発途上

国の持続可能な発展に貢献すべく、学内の研究力・教

育力を結集する。現在、同機構が推進する5つの乾燥

地研究プロジェクトには全ての学部から自然・人文・社

会科学系にまたがる教員が参加し、学部の垣根を越

えた学際的研究・教育が行われている。研究分野の融

合を進めるとともに、ICARDA（国際乾燥地農業研究

センター）で統合的水資源・土壌管理部長を務めた節水

農業の世界的権威Theib Oweis氏を特別招へい教授

に採用するなど、今後も、より高いレベルの研究・教

育に取り組んでいく。

　教員養成の専門性を生かした学生ボランティア活動を

教育の一環として位置づけている福岡教育大学。2015

年度は約2300人の学生が、「学校支援」「地域支援」「震災

支援」の各ボランティア活動に取り組んだ。同大学独自

の「学生ボランティア活動認定システム」を導入し、学生の

ボランティア活動を支援する。

　同システムは学生自らがボランティア活動を通して学校

や地域と積極的に関わり、学生自身の自己評価や受け入

れ団体の他者評価を基に、大学・学校・地域が一体となっ

て学生を育てる仕組みで、学生はサポーター、チーフ、リー

ダーの３段階のステップアップを目指す。地域への働き

かけ、対人関係能力、ストレスコントロール力、自信・自

己肯定感など、教師としての資質や能力を高め、地域貢

献活動ができる学生や将来のリーダーを育成する。

学
生
を
育
て
る

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

教壇に立つ高校生を指導する学生たち。

京 都 教 育 大 学

12 NITech Hallの外観。

＊NITech は
Nagoya Institute of 
Technologyの略称



　

埼
玉
大
学
教
育
学
部
２
年
の
江
口
琴

美
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
６
月
の
「
第

99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
開

催
１
か
月
前
に
足
を
痛
め
、
出
場
を
見

送
る
か
ど
う
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
。

し
か
し
、
本
人
に
諦
め
る
気
持
ち
は
全

く
な
く
、
走
っ
て
い
る
時
の
筋
肉
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
集
中
的
な
筋
ト
レ
に
取
り

組
み
、予
選
会
に
出
場
。思
う
よ
う
な
走

り
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、何
と
か
決

勝
進
出
を
勝
ち
取
り
、女
子
２
０
０
m

決
勝
で
見
事
５
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

不
安
を
抱
え
て
の
決
勝
だ
っ
た
が
、

家
族
や
陸
上
部
の
仲
間
た
ち
か
ら
の
応

援
が
不
安
を
消
し
去
り
、
自
信
へ
と
変

え
て
く
れ
た
と
い
う
。
今
回
の
順
位
が
、

次
の
大
会
へ
の
向
上
心
を
高
め
、
そ
の

後
、
８
月
の
「
第
64
回
関
東
甲
信
越
大

学
体
育
大
会
」女
子
２
０
０
m
で
優
勝
、

９
月
の
「
第
84
回
日
本
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
」
女
子
２
０
０
m
で

３
位
入
賞
と
い
う
好
成
績
を
残
し
た
。

　

中
学
の
時
、
母
親
の
勧
め
で
陸
上
部

へ
入
部
し
た
江
口
さ
ん
。
結
果
が
出
て

く
る
う
ち
に
も
っ
と
速
く
走
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
真
剣
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
陸
上
部
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
礼
儀

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
常
に
周
り
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
足

が
速
け
れ
ば
一
流
選
手
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、“
心
技
体
”と
い
う
言
葉
の
と

お
り
、
心
が
あ
っ
て
こ
そ
の
技
な
の
で
、

心
を
磨
く
必
要
性
を
い
つ
も
感
じ
て
い

ま
す
」と
、
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
結
果
で
返
す
た
め
、
日
々
の
練
習
に

励
ん
で
い
る
。

　
「
今
年
は
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
の
選
考
会
を
は
じ
め
、

大
事
な
試
合
も
多
い
。
ど
の
大
会
で
も

平
常
心
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
、

自
分
の
走
り
が
揺
る
が
な
い
よ
う
、
冷

静
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込

み
を
見
せ
る
江
口
さ
ん
。
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　

２
０
１
５
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
で
開
催
さ
れ
た
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
世
界
大
会
。
京
都
大
学
工
学
部
地
球

工
学
科
４
年
の
矢
内
拓
さ
ん
は
、
４
×

４
×
４
目
隠
し
部
門
で
２
位
に
輝
い
た
。

時
間
と
費
用
を
費
や
し
、
世
界
大
会
に

挑
み
、
表
彰
台
に
上
が
っ
た
時
は
本
当

に
嬉
し
く
、
人
生
で
一
番
幸
せ
な
時
間

だ
っ
た
と
い
う
。

　

高
校
生
の
頃
、
ク
ラ
ス
で
流
行
っ
て

い
た
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
と
出
合

う
。
大
学
で
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ

サ
ー
ク
ル
の
「
K
U
b
e
r
s
」に
入

り
、
解
く
速
さ
を
競
う
競
技
「
ス
ピ
ー

ド
キ
ュ
ー
ブ
」を
知
っ
た
。
タ
イ
ム
を

縮
め
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
矢
内
さ

ん
だ
が
、そ
の
後
、目
隠
し
で
の
ス
ピ
ー

ド
キ
ュ
ー
ブ
に
挑
戦
し
始
め
る
。
目
隠

し
部
門
で
は
記
憶
す
る
時
間
と
解
く
時

間
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
う
た
め
、
記
憶

力
も
重
要
と
な
る
。
2
か
月
ぐ
ら
い
の

練
習
で
手
応
え
を
感
じ
た
も
の
の
、
な

か
な
か
日
本
記
録
を
更
新
で
き
ず
、
日

本
と
世
界
の
差
も
か
な
り
開
い
て
い
た
。

初
め
て
日
本
記
録
を
更
新
し
て
か
ら
自

信
が
つ
き
、
そ
の
後
８
回
記
録
を
更
新

し
、
少
し
ず
つ
世
界
の
レ
ベ
ル
に
追
い

つ
く
こ
と
が
で
き
た
。「
自
分
の
周
囲
の

レ
ベ
ル
も
向
上
し
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

的
な
存
在
に
な
れ
た
の
は
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
飽
き
や
す

い
性
格
な
の
に
、
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
ス
ピ
ー
ド
キ
ュ
ー
ブ

と
い
う
競
技
が
自
分
に
合
っ
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
ね
」と
話
す
矢
内
さ
ん
。

　
「
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
は
難
し
く

て
無
理
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

解
説
を
見
な
が
ら
や
れ
ば
誰
で
も
解
け

る
の
で
多
く
の
人
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
目
隠
し
部
門
で
も
特
別
な
能
力
は

必
要
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
競
技
者
と
し

て
日
本
の
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
に
持
っ

て
い
る
技
術
な
ど
を
広
め
て
い
き
た

い
」と
、
今
後
の
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。

埼玉大学／
江口 琴美さん「

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
世
界
大
会
目
隠
し
部
門
」で
準
優
勝
！

陸
上
競
技
の
短
距
離
走
を
通
し“
心
技
体
”を
学
ぶ
。

京都大学／矢内 拓さん

仲間とトレーニングに励む江口さん（右）。

ルービックキュ—ブ目隠し競技を実演する矢内さん。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

Forefront of Student Initiatives
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九
州
工
業
大
学
工
学
部
総
合
シ
ス
テ

ム
工
学
科
２
年
の
福
田
匠
磨
さ
ん
は
、

２
０
１
５
年
の
「
第
60
回
全
日
本
学
生

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
新
人
選
手
権

大
会
」85
㎏
級
で
優
勝
し
、
大
会
新
記

録
を
樹
立
し
た
。

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
体
重

別
に
階
級
分
け
が
あ
り
、「
ス
ナ
ッ
チ
」

と
「
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
」の
２
種

目
で
持
ち
上
げ
た
バ
ー
ベ
ル
の
重
量
の

合
計
を
競
う
。

　

福
田
さ
ん
は
競
技
選
手
だ
っ
た
父
親

の
影
響
で
高
校
入
学
後
か
ら
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
、
競
技
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
た
。
怪
我
に
苦
し
み
な

が
ら
も
、
高
校
３
年
の
時
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
国
体
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

現
在
、
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
、
週
６

日
の
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

て
い
る
。

　

競
技
を
通
じ
て
、
挫
折
を
乗
り
越
え

る
精
神
力
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
の
大
切
さ
な
ど
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
福
田
さ
ん
。

「
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
個
人
競

技
で
す
が
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
、
声

を
掛
け
合
う
こ
と
が
目
標
達
成
の
原
動

力
に
な
る
。
ま
た
、
結
果
を
出
す
こ
と

で
家
族
や
友
人
、
指
導
者
の
方
が
喜
ん

で
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
」と

語
る
。

　

２
０
１
６
年
に
は
、
全
日
本
選
手
権

大
会
の
出
場
条
件
で
あ
る
、
ト
ー
タ
ル

重
量
２
８
５
㎏
を
突
破
す
る
こ
と
が
で

き
、
い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界

大
会
の
日
本
代
表
を
狙
う
チ
ャ
ン
ス
が

や
っ
て
き
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
福
田
さ
ん
は
、

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
を
目
指
し
、
世
界
で
通
用
す
る
選

手
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

卒
業
後
は
数
学
の
教
師
に
な
り
、
同
時

に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
者

と
し
て
も
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
練
習
だ
け
で
な
く
勉
強
面
で
も

努
力
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
て
話
し

て
く
れ
た
。

　

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研

究
科
社
会
文
化
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

３
年
の
呉
揚
さ
ん
。
博
士
課
程
の
テ
ー

マ
で
あ
る「
状
態
・
存
在
・
特
性
・
関
係
を

表
す
動
詞
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究
」

が
評
価
さ
れ
、「
第
6
回
日
本
学
術
振
興

会
育
志
賞
」（
＊
）を
受
賞
し
た
。

　

中
国
で
理
系
大
学
の
南
京
航
空
航
天

大
学
に
入
学
し
た
呉
さ
ん
だ
が
、
思
い

が
け
ず「
日
本
語
学
科
」に
振
り
分
け
ら

れ
て
し
ま
う
。
言
語
学
分
野
の
教
員
が

少
な
く
、
研
究
テ
ー
マ
は
自
分
自
身
で

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
卒
業

論
文
で
は
日
本
語
の“
動
詞
”に
つ
い
て

考
察
。「
ス
ル
、
シ
タ
、
シ
テ
イ
ル
、
シ

テ
イ
タ
」な
ど
、
形
の
変
化
を
通
し
て

時
間
的
な
意
味
を
表
す
日
本
語
動
詞
の

仕
組
み
が
中
国
語
動
詞
に
な
い
た
め
、

興
味
を
惹
か
れ
た
。
日
本
語
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
高
ま
り
、
ま
た
卒
業
論
文
が
現

在
の
指
導
教
員
で
あ
る
宮
崎
和
人
教
授

に
評
価
さ
れ
、
岡
山
大
学
へ
の
留
学
を

決
意
し
た
。

　

初
め
て
来
た
岡
山
に
つ
い
て
、「
東
京

や
大
阪
な
ど
都
会
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
か

け
離
れ
て
い
て
、
山
に
囲
ま
れ
た
空
港

に
降
り
立
っ
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。し
か
し
、住
ん
で
み
る
と
静

か
で
気
候
も
安
定
し
て
い
て
暮
ら
し
や

す
く
、勉
強
に
集
中
で
き
る
。今
で
は
、

岡
山
に
留
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
語
る
呉
さ
ん
。日
本
へ
来
て

初
め
て
食
べ
た
納
豆
も
好
き
に
な
っ
た
。

　

研
究
で
苦
労
す
る
の
が
論
文
を
ま
と

め
る
こ
と
。
朝
か
ら
晩
ま
で
試
行
錯
誤

を
続
け
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
現

在
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
特
別
研
究

員
に
も
選
ば
れ
、
動
詞
だ
け
で
な
く
、

形
容
詞
、
名
詞
な
ど
も
含
め
、
総
合
的

な
日
本
語
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
「
日
本
語
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
韓
国
語
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
の
言
語

も
研
究
し
た
い
」と
呉
さ
ん
。
言
語
学

者
に
な
る
こ
と
を
夢
に
、
日
本
語
研

究
で
培
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
生
か
し
て
、

様
々
な
言
語
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て

い
く
。

＊
日
本
学
術
振
興
会
育
志
賞
：
天
皇
陛
下
の
ご
下
賜
金

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
賞
。
日
本
の
学
術
研
究
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
優
秀
な
大
学
院
生

を
顕
彰
す
る
も
の
。

日本語の“動詞”研究で
「第6回日本学術振興会育志賞」

を受賞！
岡山大学／

呉 揚さん

「全日本学生
 ウエイトリフティング
 新人選手権大会」で優勝！
九州工業大学／
福田 匠磨さん

研究室で「日本学術振興会育志賞」の賞状を手にする呉さん。

世界大会を目指し、日々のトレーニングに励む福田さん。
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